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千代田の未来へ世代をつなぐ!!
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千代田区議会 自由民主党
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子育て世帯への臨時特別給付金は臨時会
にて現金給付を全会一致で可決

2025年夏季デフリンピックの東京開催を目指しています。
デフリンピックへの出場はろうの選手の最大の誇りであり、
一般ろう者にも大きな感動を与える国際競技会です。障害

当事者であるろう者自身が運営する国際的な競技会であ
り、国際手話によるコミュニケーションで親睦を深められる
ところに大きな特徴があります。

フードドライブ開催

デフリンピック 東京開催

令和4年度の予算編成にあたっての要望書
を幹事団の一員として区長へ提出しまし
た。第一会派として、感染症対策、子育て支
援、高齢者・障害者支援、まちづくり、災害
対策、など10分野65項目におよぶ区民の
安心と安全を支える区政の実現へ向けて
要望いたしました。（令和3年11月）
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議案審査報告
議案第53号「千代田区公衆浴場法施行条
例の一部を改正する条例」は混浴制限の対
象年齢を引き下げるなど規定を整備するも
のです。小さい子どもへの配慮を浴場施設
側にお願いすることも確認しました。賛成全
員で可決するものと決定しました。

フードドライブが12月4日（土）練成公園で開催
されました。（裏面の一般質問でも紹介しています）
千代田清掃事務所の職員が直接地域に出向
き、ごみの排出・分別方法に関する相談、園芸
土や古布の回収と併せ食品ロスを減らすための
フードドライブを開催、コロナ禍で見送られてい
ましたが今後、継続して実施していくための創
意工夫など意見交換ができました。

個別避難計画の作成について
「避難行動要支援者の避難行動支援に関す
る取組指針」（令和3年5月改定　内閣府）に
沿って個別避難計画の策定に取り掛かりま
す。①ハザードの状況（神田川、荒川それぞ
れの該当エリアの方）、②対象者の心身の状
況、③独居または夫婦等のみ世帯（独居等）
と優先度の高い方から進めます。対象者ご
本人の住所に「災害時・緊急時の避難に関
する調査票」を発送してまいります。

池田

保健福祉委員会報告

令和3年12月末、区民の85%超の接種が完
了しています。追加接種（3回目接種）について
も、標準とされている8カ月の間隔を前倒しし、
順次接種券の発送を進めていきます。接種が

不安な方は事前にかかりつけ医に相談の上、
医療機関に直接予約をしてください。高齢者
等の接種に対応した集団接種会場を区内4病
院に開設いたします。

新型コロナウイルス予防接種
3回目接種（要予約）について

※ご不安な方へは池田がサポートいたします。

新年

■ワクチンに関する各種お問い合わせは
●千代田区新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター　03-5211-4114 （平日9時～ 17時）
●東京都新型コロナウイルス副反応相談センター　03-6258-5802 （24時間）

詳細はこちら

＜フードドライブ＞とは
家庭で余っている食品を持ち寄り、フードバンク団体等を通
じて、広く福祉団体や施設などに提供する活動です。そのまま
ごみとして捨てることなく、必要な人へと届けることができ
る、食品ロス削減へ向けた取り組みです。



TEL／FAX:03-3221-7892　mail：ikedatomonori.turu@gmail.com
〒102-0071 千代田区富士見2-15-8-902池田とものり事務所

池田とものりPROFILE

（趣味）けん玉(初段）「126人連続大皿成功世界記録達成の一員（紅白歌合戦出場)」・ボウリング・ドッヂビー（指導・審判員資格取得）

 公式ホームページでも最新の活動を随時配信中です！ www.ikedatomonori.net
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TOKYO 自民党政経塾第10期生
自由民主党千代田区第十六支部支部長
平成27年4月　千代田区議会議員選挙　初当選（747）
平成31年4月　千代田区議会議員選挙　第2期目当選（726）

「保健福祉委員会」（常任委員会）委員長　「環境・まちづくり特別委員会」　「議会のあり方調査検討特別委員会」　「議会運営委員会」

★昭和44年10月28日、麹町で生まれる　★昭和51年 麹町保育園卒園　★昭和57年 麹町小学校卒業　★昭和60年 麹町中学校卒業　★昭和63年 日本大学第二高等学校卒業
★平成4年 日本大学商学部会計学科卒業　★平成6年 「フルーツエリア鶴」に就職、祖父鶴三、父清の後を継ぎ、三代目つるさんに　★平成20年度・21年度 麹町小学校PTA会長
★平成25年～平成29年 共立女子学園後援会副会長　★平成29年度・30年度 共立女子中学高等学校PTA会長　★元共立女子中学高等学校後援会会長
現在 有限会社八百鶴商店 取締役　★平成15年～26年・30年～ 千代田区スポーツ推進委員　★千代田区ドッヂビー協会会長　★千代田区相撲連盟顧問　
★千代田区ラグビー・フットボール協会理事　★初級障がい者スポーツ指導員

令和3年第4回

食品ロス削減について

区議会定例会において 一般質問 を行いました！ 

平成29年に策定された第4次千代田区一般廃棄物処理基本計
画に、ごみの発生抑制目標を達成するための取り組みとして食
品ロスの削減が加えられました。食品ロス削減推進法が施行さ
れてから２年が経過しましたが、残念ながら本区ではあまり進
んでいないようです。

区内の飲食店やコンビニチェーンでは消費者に理解を呼び掛け
ていますし、ホテルなどでも「3010運動」や「おいしい食べきり
運動」などを推進し積極的に取り組んでいます。
一方、本区では食品ロス削減を推進した企業を表彰してはいる
ものの、行政機関としての役割が明確ではありません。

本区では家庭用生ごみ処理機の購入助成を行って
おります。最近では生ゴミをガーデニングの土作りに
活用できるコンポストも注目されています。生ゴミと
して収集されると焼却処分する際にCO2が排出され
ますが、コンポストで再利用すれば温室効果ガスを
減らすことができ、環境にも配慮した処理方法とい
えます。また、ゴミとして処分されてしまうものを、庭
の草木の栄養として活用できるので、循環型でエコ
な方法ともいえます。
区内の幼稚園や学校にコンポストを設置して環境
問題について学び、
家庭でごみを出さ
ないことが食品ロ
ス削減につなが
るという環境教
育を推進してはい
かがでしょうか。

池田

回答
総合的な学習の時間でSDGｓを
学び、児童生徒が主体的に食品
ロスの削減を取り上げる事例も
増えています。学校で学習したこ
とを家庭を含め自分の生活の中
で主体的に取り組めるように指
導しています。食品ロス削減をは
じめとした環境教育に引き続き取
り組んでいきます。

食品ロスの削減を契
機にした家庭での環

境教育について、教育委員会と
しての見解をお聞かせください。

池田

回答
区として、消費者・事業者への支援や削減に取り組む姿勢が
足りなかったと認識しています。来年度以降は多様な媒体を
用いて効果的な広報や啓発に努めていきます。食品ロス削
減推進計画の策定については、今後一般廃棄物処理基本計
画を見直す際に検討を進めていきます。

一般廃棄物処理基本計画で明確に位置
づけるだけでなく、独立した「千代田区食

品ロス削減推進計画」として策定することを求めます。

清掃事務所ではこれまでにフードドライブを実施し
ており、定期的な実施も検討されているようです。
これまでどのような検証がなされたのでしょうか。
民・官で協力して行うことで清掃事務所の職員と地
域との関わりも深まるのではないでしょうか。

池田

回答
フードドライブ試行事業では、これまで不十分
だった社会福祉協議会やNPO法人などとの
連携を積極的に模索していきます。今後清掃
事務所機能の拡充に合わせて、定期的に実施
できるように取り組んでいきます。

食品ロス削減の本区の取り組
みの状況をお聞かせください。

各自治体では避難所開設訓練の際に備蓄食を配
布してローリングストックを行ってきましたが、コ
ロナ禍で訓練が中止され配布する機会が減りまし
た。賞味期限が迫った備蓄食を大学の食堂メ
ニューとして活用した自治体もあり、その際、本区
の缶詰が使われていたことが紹介されました。こ
のような食品ロス削減と学生の防災意識向上を兼
ねた画期的な取り組みを、千代田区キャンパスコン
ソや区内の大学でも採用してみてはいかがでしょ

うか。また、食育教育として備蓄食をアレンジした
使い方を紹介すれば、家庭でも無駄なく消費でき
ると考えます。

日本の食品ロス量・年間600万トンのうち家庭か
らは276万トンで、主に食べ残し、未開封での廃棄
（期限切れなど）、皮の剥きすぎなどが原因と言わ

れています。家庭での食品ロスを減らすには「（料
理を）作りすぎない」、「買いすぎない」、そして「食べ
きる」ことが重要です。

池田

回答
消費できない分は事業者を通じて国内各地
の社会福祉協議会やNPO団体などへ配布
し、一部は子ども食堂にも提供されていま
す。区の食育や食品ロス対策などへの再活
用が求められる場合には、必要な分量の備
蓄物資を優先して活用できるよう連携して
取り組んでいきます。

災害対策用備蓄物資を
食育教育に活用すること

への見解をお聞かせください。

10月は食品ロス削減月間でもありますが、本区ではこれまで
広報誌やホームページで取り上げることはありませんでした。
「食品ロスの削減の推進に関する基本的な方針」が閣議決定
され、各自治体で策定が努力義務とされている「食品ロス削減
推進計画」が検討されています。本区でも食品ロス削減に取り
組む姿勢を明確にすべきと考えます。


